






























































































































































































































































































































































以上の安藤説を手がかりに，今や，アソストテレスが語った tapros to 






































































































































































































































































































































































































































料訳文については， wニコマコス倫恕学jは高田三郎訳(岩波文庫版:上下 2巻)， 
f弁論術』は山本光線訳 crアリストテレス全集j16，岩波書!日， wデ・アニ7jは水地
宗明訳 (Wアリストテレス fデ・アニマ」注解j，晃洋書房， 2002年)を参照した。
料水なお， トマスのアワストテ νス註解は，次の英訳を参照した。『ニコマコス倫
理学J1こついては，Commentary 011 AristotZe's Nicomacheal1 Ethics St. Thomas Aquil1as 
(translatεd by C. 1. Litzinger， O.P.)， Wデ・アニマ』については，Commel1tatア011AristotZe's 




1) アリストテレス『弁論術Jでは， r自然法jはnomonkata physinと表記されて
L、る。
2) 稲垣良典『トマス・アクイナス研究J創文社， 1976年， 308-309真。
3) G. Bien， Die Grundlegung der politischen Philosophie bei Aristoteles， 1973， S.68. 
4) 穏窓，前掲書， 309頁。
5) ジャン・ダパン『法の一般理論』水波朗訳，創文社， 1976年。
6) D. M. Nelson， The Priority of Prudence-Virtue and Natural Law in Thomas 
Aquinas and the Implicatio行forModern Ethics， 1992，混生栄二郎訳，成文主主， 1996 
年。
7) 稲垣良典 fトマス・アクイナス倫理学の研究J九州大学出版会， 1997年， 204 
頁。
8) 佐々木亘『ト?ス・アクイナスの人間論一一倒としての超越性』知泉番館， 2005 
年， 91-92][。神の「僕jが自らの働きの「主Jであることの問題点がここに関速
する。
9) P. Aubenque， La Prudence clzez Aristote， 1963， p.70. 
10) P. Aubenque， La loi selon Aristote， p‘155. 
11) A. MacIn匂re，First Principles， Final Ends and Coηtemporary PhilosophicaZ Issuぬ
1990， p.1-7. 
12) 例えば， E. H. Olmsted， The“Moral Sense" Aspect of Aristotle's Ethical Theory， in: 
Schri介。1zur aristotelischen Ethik (Hrsg. C. Mueller-Goldingen， Olm Studien. p.59-
78に見られる独特の直覚。また G.Teichmuller， Neue Studien zur Geschichte der 
Begriffe， II. He丸 DiepraktおcheVernunft bei AristotelesのPhronetischeWharneh-
mung観念を参照。






14) ~分析論後審~ Anal. Post.， 81b2-3，ヲ9b15-100b17参照。また， T. Engberg-Pedeト
50n， AristotZe's Theory of Moral Insight， 1983， p.155 f.も参照。
15) 安藤孝行『アリストテレス研究一一認識と実践』公論社， 1975年。なお元の英









17) 本稿が負うことの多い M.Rhonheimer， Praktische Vemunft und Vernufti;旨keitdel 
Praxis -Handlungstheorie bei Thomas von Aquin in ihrer Entstehung aus dem 
Problemkontext derω1stotelischen Ethik， 1994. 
18) 例えば典型的な解釈として， O. Hoffe， Praktische Philosophie -Das Modell des 
Aristoteles， 1971は f梗概」の学として倫理学を捉える。
19) ローンハイマーの前掲警には， I無抑制jの者J(アクラテース)に潜む直知につい
て数多くの言及がある。 S.471，476，477，480，498， 503， 506， 515， 521等。
20) 稲垣『トマス・アクイナスの研究~ 303真。
21) 岩田靖男『アリストテνスの倫理，思想、J岩波書底， 1985年。







25) R. Elm， Klugheit und Eゆhrullgbei Aristoteres， 1996. 
26) ヌースの立ち入った研究は，アリストテ Vスの『形而上学』ラムダ巻と『デ・ア
ニマ』第三巻に見られる。その難解な文の解説については，水地宗明『アリストテ
レスの神論』晃洋室書房， 2004年， 132-140頁参照。また水地宗明訳『アリストテ
レス「デ・アニマJ注解J334-340頁も理解の助けとなった。自己関係活動として
の神の模倣として人間のヌース営理解するものとして，坂下浩司『アリストテνス
の形而上学』岩波書信， 2002年， 169頁以下に示された見解が興味深い。
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